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豆
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５
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に
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湯
山
温
泉

湯
山
温
泉

湯
山
温
泉

水上村

市房ダム湖まつり広場 他
水上村

市房ダム湖まつり広場 他
水上村

市房ダム湖まつり広場 他

第39回健康マラソン大会の様子第39回健康マラソン大会の様子第39回健康マラソン大会の様子

３
月
16
日（
土
）

◆
中
学
校
招
待
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
10
時
〜
）

　
（
水
上
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

３
月
17
日（
日
）

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
８
時
30
分
〜
13
時
30
分
）〈
ま
つ
り
広
場
・
ダ
ム
湖
周
辺
〉

　

３
㎞
・
５
㎞
・
ダ
ム
一
周　

午
前
10
時
30
分
ス
タ
ー
ト

開
花
ま
つ
り
（
15
時
〜
）〈
市
房
ダ
ム
湖
ま
つ
り
広
場
〉

◆
日
本
一
早
い
大
花
火（
19
時
30
分
〜
）

　
（
市
房
ダ
ム
湖
ま
つ
り
広
場
）

◆
中
学
校
招
待
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
９
時
〜
）

　
（
水
上
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

３
月
24
日（
日
）

本
ま
つ
り
（
９
時
30
分
〜
）〈
市
房
ダ
ム
湖
ま
つ
り
広
場
〉

◆
郡
市
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会（
８
時
30
分
〜
）

　
〈
水
上
中
学
校
体
育
館
〉

３
月
30
日（
土
）

◆
中
学
校
招
待
野
球
大
会（
９
時
〜
）

　
（
湯
前
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
・
多
良
木
総
合
Ｇ
・
水
上
中
学
校
）

◆
郡
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会（
９
時
〜
）

　
（
岩
野
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

３
月
31
日（
日
）

◆
中
学
校
招
待
野
球
大
会（
９
時
〜
）

　
（
水
上
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

４
月
６
日（
土
）

◆
桜
ま
つ
り
弓
道
大
会（
９
時
〜
）

　
（
秀
峰
館　

田
山
弓
道
場
）

そ
の
他

会
場
周
辺
桜
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ（
午
後
６
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分
）

期
間
／
３
月
11
日
〜
４
月
７
日

　
　
　

※

桜
の
開
花
に
あ
わ
せ
て
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と　き
平成25年

３月16日（土）～31日（日）
平成25年

３月16日（土）～31日（日）
平成25年

３月16日（土）～31日（日）
ところ

塚
原
哲
平
歌
謡
シ
ョ
ー

日
本
一
早
い
大
花
火

実
愛
コ
ン
サ
ー
ト

2



湯
山
温
泉

水上村

市房ダム湖まつり広場 他

【開花まつり】3月17日（日） 【本まつり】3月24日（日）

  9：30 第42回 日本一の桜の里
 健康マラソン大会　開会式

10：30 種目ごと順次スタート
13：30 健康マラソン大会閉会式（予定）
15：00 オープニング
 姫桜太鼓

15：30 塚原哲平歌謡ショー

16：00 保育園児遊戯、小中学生踊り

17：30 上楠太鼓踊り
18：00 祝いもち投げ

18：10 球磨神楽
18：50 水神守太鼓 桜友会による力強い創作太鼓。
19：30 日本一早い大花火

第42回目を迎える健康マラソン大会。参加者は九州各県を
はじめ、全国各地から集まり、健脚を競います。

人吉出身歌手によるステージ。

村内の保育園児がかわいいお遊戯でまつりに華をそえ、
小中学生のダンスや合唱でまつりを盛り上げます。

紅白祝いもちの大盤振る舞い。

※プログラムや時間スケジュールは、当日の天候や進行状況により変更になる場合もあります。

祝いもち投げ

第39回健康マラソン大会の様子

村内小学生が演じる創作太鼓。

  9：00 オープニング ～姫桜太鼓～

  9：30 開会行事　祝いもち投げ

10：00 実愛コンサート
10：30 むらびとパフォーマンス大会 1部
11：40 木ん馬レース 男性の部／女性の部

13：00 水神守太鼓
13：30 （ひ）しゃくなげ大会（予選会）

14：00 コールぷらなす 美しい歌声をお聞きください。
14：30 むらびとパフォーマンス大会 2部
15：50 ＳＡＫＵＲＡ組・娘ステージ
16：20 各表彰式
16：30 福引抽選会 豪華賞品が当たる。
17：30 市房音頭総踊り 老若男女で総踊り。
 祝いもち投げ 紅白祝いもちの大盤振る舞い。
18：00 終了

村内小中学生が演じる創作太鼓。

紅白祝いもちの大盤振る舞い。

昔、山から材木を運んでいた風景がレースに！

しゃくなげ祭り本大会の予選会。

き　ん　ま

平成25年

３月16日（土）～31日（日）

塚
原
哲
平
歌
謡
シ
ョ
ー

塚
原
哲
平
歌
謡
シ
ョ
ー

塚
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花
火
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早
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花
火
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コ
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サ
ー
ト

実
愛
コ
ン
サ
ー
ト

実
愛
コ
ン
サ
ー
ト
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笑いあり、涙あり、そして感動いっぱいの学習発表会

　２月３日（日）、岩野小学校学習発表会が開催されました。各学級の１年間の学習の成果を、
保護者や多くの地域の皆様に見ていただき、子どもたちは張り切って発表しました。
　トップバッターの５年生は「現代の花さかじいさん」、パソコンを使い、環境問題を中心に水
上の森林について発表。３年生は「帰ってきたレインボーキッズ～We　Love　水上～」、猫
寺や桜祭りの話を取り入れての発表。なかよし学級は「２
ひきの子ブタとおおかみ」の劇、大きな声でしっかりと
自分の役割を表現。２年生は「まほうつかい学校」、ダン
スあり、笑いありのアイデアいっぱい。１年生は「たぬ
きの糸車」、国語で学習したことをミュージカル仕立てで
表現。４年生は「ごみごみ星人、あらわる !!」、環境学習
について３Rをアピール。６年生は「平和の砦を築く」
～修学旅行で学んだこと～、平和の大切さを自分たちの
言葉でまとめました。
　そして１～６年全員で、鼓笛「テキーラ」で締めくく
りました。どの学年も、学習したことを堂々と発表する
ことができ、その姿に、みなさん感動していました。
　また、展示の部でも個性豊かな素敵な作品が並び、お
ほめの言葉をいただいていました。

５年生「現代の花さかじいさん」

４年生「ごみごみ星人、あらわる !!」

２年生「まほうつかい学校」

会場の様子

　去る１月30日（水）平成24年度の農業コンクールの表彰式が県庁において行われました。本
村より、食と農部門で水上村良質米生産部会（尾前誠二部会長）が優良賞を受賞されました。
　農業コンクールは県下各地域の審査を通過した団体・個人を、書類審査・現地審査を経て選
考するものです。
　今回は、長年の無農薬米の生産、福田病院（熊本市）への販売・交流事業が高く評価された
ました。

農業コンクール（食と農部門）優良賞受賞
水上村良質米生産部会（尾前誠二部会長）
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二
月
一
日
、
節
分
の
日
を
前
に
、
湯
山

保
育
所
遊
戯
室
に
お
い
て
、
毎
年
恒
例
と

な
っ
て
い
る
「
豆
ま
き
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
数
日
前
か
ら
そ
わ
そ
わ
と
こ
の
日
の

こ
と
が
気
に
な
っ
て
た
ま
ら
な
い
様
子
で

「
鬼
さ
ん
来
っ
と
ね
？
」
と
し
き
り
に
尋

ね
て
く
る
子
ど
も
達
で
し
た
。

　

各
ク
ラ
ス
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
手
作

り
お
面
や
豆
入
れ
を
身
に
つ
け
て
遊
戯

室
に
集
ま
り
ま
し
た
。
節
分
の
由
来
の
紙

芝
居
を
見
て
豆
ま
き
の
歌
を
歌
い
、
き
り

ん
組
手
作
り
の
鬼
め
が
け
て
「
鬼
は
〜
そ

と
！
」「
福
は
〜
う
ち
！
」
と
、
元
気
よ

く
声
を
出
し
な
が
ら
豆
を
投
げ
つ
け
ま
し

た
。
み
ん
な
で
投
げ
た
豆
を
拾
い
始
め
た

頃
、「
ド
ン
！
ド
ン
！
ド
ン
！
」
と
扉
を

叩
く
音
に
室
内
の
空
気
は
一
変
!!
金
棒
を

振
り
上
げ
た
三
人
の
鬼
が
入
っ
て
来
ま
し

た
。
子
ど
も
達
は
、た
だ
た
だ
怖
さ
で
い
っ

ぱ
い
の
様
子
で
泣
き
叫
ん
だ
り
、
保
育
士

の
背
中
へ
隠
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
こ

ん
な
悲
惨
な
光
景
も
お
お
き
く
な
っ
て
振

り
返
っ
た
ら
、
微
笑
ま
し
く
懐
か
し
い
思

い
出
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
達
に
は
内
緒
の
話
で
す
が
、
今

年
も
ま
た
、
三
人
の
優
し
い
お
父
さ
ん
鬼

が
、
お
忙
し
い
中
、
か
け
つ
け
て
下
さ
い

ま
し
た
。
あ
る
子
が
、「
鬼
さ
ん
ね
・
・
・

う
ち
の
お
父
さ
ん
の
洋
服
ば
借
り
と
い

や
っ
た
ー
」
と
つ
ぶ
や
き
ま
し
た
。
鬼
さ

ん
の
存
在
を
信
じ
き
っ
て
い
る
表
情
が
た

ま
ら
な
く
か
わ
い
か
っ
た
で
す
。

　

二
月
一
日
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る

『
豆
ま
き
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
数
日
前
か

ら
、
子
ど
も
達
は
楽
し
そ
う
に
鬼
の
面
や

マ
ス
を
作
り
、
豆
ま
き
の
準
備
を
し
て
き

ま
し
た
。
当
日
の
朝
に
は
「
鬼
が
来
る
の

か
来
な
い
の
か
」、
楽
し
そ
う
に
聞
く
子
、

不
安
げ
に
聞
く
子
、
色
ん
な
空
気
が
流
れ

る
部
屋
の
中
で
し
た
。

　

全
園
児
が
遊
戯
室
に
集
ま
り
、
節
分
の

由
来
に
つ
い
て
の
紙
芝
居
を
見
た
後
、
自

分
の
中
に
い
る
「
い
た
ず
ら
鬼
」「
泣
き

む
し
鬼
」「
わ
が
ま
ま
鬼
」
な
ど
を
追
い

出
そ
う
と
、「
鬼
た
お
し
ゲ
ー
ム
」
を
し

ま
し
た
。
一
生
懸
命
に
豆
を
投
げ
つ
け
、

鬼
が
倒
れ
る
と
大
喜
び
!!
楽
し
い
雰
囲
気

の
中
、
大
き
な
足
音
と
と
も
に
大
き
な
声

「
ウ
ォ
ー
！
」「
ド
ン
ド
ン
ド
ン
ド
ン
！
」

と
戸
を
た
た
き
鬼
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。

　

あ
ま
り
の
怖
さ
に
泣
き
出
し
て
し
ま
う

子
、
豆
を
投
げ
る
の
も
忘
れ

て
一
目
散
に
逃
げ
廻
る
子
、

そ
れ
を
追
い
か
け
る
鬼
で
部

屋
の
中
は
大
騒
ぎ
。
ひ
と
暴

れ
し
た
鬼
た
ち
は
と
っ
と
と

退
散
。

　

子
ど
も
達
は
ホ
ッ
と
一
安

心
！
「
あ
あ
怖
か
っ
た
」
と

自
分
の
気
持
ち
を
言
い
合
っ

た
り
し
て
い
る
所
へ
、
ま
た

鬼
が
舞
い
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
ま
た
も
や
び
っ

く
り
。
し
ば
ら
く
す
る
と
鬼

は
疲
れ
た
の
か
金
棒
を
床
に
、

そ
の
隙
に
勇
敢
な
年
長
の
男

の
子
が
金
棒

を
手
に
「
ボ

カ
ー
ン
」
と

鬼
の
頭
を
殴

り
ま
し
た
。

怒
っ
た
鬼
は

男
の
子
を
追

廻
し
て
い
ま

し
た
が
、「
岩

野
保
育
所

に
も
勇
敢
な
子
ど
も
が
い
た
の
か
」
と
う

れ
し
く
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
暴
れ
る
の

を
や
め
た
鬼
は
、
子
ど
も
達
と
挨
拶
を
し

た
り
握
手
を
し
て
仲
良
く
な
っ
て
お
山
へ

帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

豆
ま
き
も
無
事
に
終
わ
り
、
今
年
も
子

ど
も
達
が
健
康
で
元
気
に
過
ご
せ
ま
す
よ

う
に
、
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ね
、
鬼
さ
ん
。

「鬼は～
そと！」「福

は～うち！
」

湯山保
育所

こわ～い
 鬼が来

たよー！

岩野保
育所
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第
一
回
奥
球
磨
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
平

成
二
十
五
年
一
月
二
十
日
（
日
）、
水
上
、
湯

前
、
多
良
木
の
三
町
村
合
同
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
三
町
村
と
熊
本
陸
協
が
主
催
で
四
部
門
に

四
百
八
十
五
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
当
日
は

三
百
四
十
三
名
が
出
場
し
ま
し
た
。
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
の
部
は
井
手
上
隼
人
選
手
＝
ト
ヨ
タ
自

動
車
九
州
＝
が
一
時
間
四
分
三
十
一
秒
で
優

勝
、
高
校
男
子
十
キ
ロ
の
部
は
川
上
智
希
選
手

＝
千
原
台
高
校
二
年
＝
が
三
十
分
二
十
八
秒
、

一
般
女
子
五
キ
ロ
の
部
は
林
田
玲
奈
選
手
＝
宮

崎
日
大
校
二
年
＝
が
十
六
分
三
十
七
秒
、
中
学

男
子
五
キ
ロ
の
部
は
窪
田
貴
大
選
手
＝
大
矢
野

中
学
校
二
年
＝
が
十
六
分
五
秒
で
、
そ
れ
ぞ
れ

が
制
し
ま
し
た
。

第
一
回
公
認
奥
球
磨
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

〜
三
百
四
十
三
名
が
三
町
村
駆
け
る
〜

ハーフマラソンの部スタート

ハーフマラソンの部 優勝
井手上 隼人 選手

高校生男子10㎞の部 優勝
川上 智希 選手

高校生男子10㎞の部
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中学生男子５㎞の部 優勝
窪田 貴大 選手

一般女子５㎞の部 優勝
林田 玲奈 選手

一般女子５㎞の部

　主な成績は以下のとおり。
気象情報（気温６度、湿度 62％、西南西の風 0.8 メートル）

【男子】
　ハーフマラソンの部
　１位　井手上隼人（トヨタ自動車九州） 1時間 04分 31秒
　２位　廣末　　香（トヨタ自動車九州） 1時間 04分 36秒
　３位　宮上　翔太（東海大学） 1時間 04分 59秒
　４位　渡辺　力将（上武大学） 1時間 05分 29秒
　５位　佐藤　智之（旭化成） 1時間 05分 42秒
　６位　地下　翔太（球磨村役場） 1時間 06分 04秒
　７位　堀　　奨希（西鉄） 1時間 06分 12秒
　８位　小椋新之介（黒崎播磨） 1時間 06分 59秒

　高校生男子10キロの部
　１位　川上　智希（熊本市立千原台高校） 30分 28秒
　２位　浦川　雅矢（大牟田高校） 30分 35秒
　３位　朝倉　健太（熊本市立千原台高校） 30分 37秒
　４位　吉永　竜聖（鹿児島城西高校） 30分 38秒
　５位　片平　義貴（大牟田高校） 30分 41秒
　６位　垂水　　隆（九州学院高校） 30分 44秒
　７位　林田　元輝（九州学院高校） 30分 45秒
　８位　浦田　隼人（鎮西高校） 30分 46秒

　中学生男子５キロの部
　１位　窪田　貴大（大矢野中学校） 16分 05秒
　２位　大土手　嵩（相良中学校） 16分 08秒
　３位　田尻　悠成（不知火中学校） 16分 12秒
　４位　中神　大幸（人吉第二中学校） 16分 24秒
　５位　土屋　隼己（人吉第二中学校） 16分 58秒
　６位　西　聡太朗（人吉第二中学校） 16分 59秒
　７位　吉良　大樹（不知火中学校） 17分 10秒
　８位　本田　裕亮（湯前中学校） 17分 15秒

【女子】
　一般女子５キロの部
　１位　林田　玲奈（宮崎日大高校） 16分 37秒
　２位　猪原　千佳（小林高校） 16分 49秒
　３位　田中　花英（熊本信愛女学院高校） 16分 56秒
　４位　勝木　順子（熊本信愛女学院高校） 16分 57秒
　５位　西村　奈央（宮崎日大高校） 16分 58秒
　６位　鬼塚　彩花（宮崎日大高校） 16分 59秒
　７位　辻　　　笑（文徳高校） 17分 08秒
　８位　加塩日奈子（小林高校） 17分 15秒

西　仁史選手（佐川急便）

白川　郁也選手（多良木高3年）小原　基広選手（水上中2年） 小川　拓郎選手（南稜高2年）足立　大樹選手（水上中2年）

藤原　寿弘選手（第42普通科連隊）岡本　孝雄選手（水上村役場） 唐鎌　航也選手（上球磨消防署）

水上村からの出場
者 !!

中学男子5キロの部 高校男子10キロの部

ハーフマラソンの部
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出場チーム募集 !!
女性の部大歓迎！！
村外も募集します。

●第42回湯山温泉桜まつり「木ん馬レース」参加出場チームを募集しています。

日時及び場所
　桜まつり ( 本まつり )
　Ｈ25年３月 24日㈰
　午前11時 40分レース開始
　桜まつり会場駐車場

申し込み方法
　申込用紙にて申し込んでください。
　申込用紙は、水上村商工会に備え付けてあります。
　電話による申込みは、原則として受け付けません。
申し込み締切日
　平成25年３月 18日まで
申し込み（問合せ）先
　水上村観光協会　事務局（水上村商工会内　郷）
　TEL44-0500

木ん馬レース要項
1. 木ん馬を往復100mの距離を引いてのタイムトライアルレース。
2. 木ん馬の重さは男約 700kg、女約 400kg。
3. チーム編成は 5名です。
4. 出場チームは男性と女性の２部門（年齢制限なし）
　12チーム予定。（先着順）
5. 賞金ほか特別賞・参加賞（入賞チームは除く）あり。
6. 出場チームは村内、村外を問わない。

危険
※大変危険な競技です。
保険等に加入のうえ、
個人の責任において
参加して下さい。

き　　ん　　まき　　ん　　まき　　ん　　ま

＝「ねんきん定期便」の節目年齢が変わります=
　日本年金機構では、毎年、国民一人ひとりに、年金加入記録を確認するとともに、年金制度に対
する理解を深めることを目的として「ねんきん定期便」を送付しています。
　「ねんきん定期便」は、通常はハガキで送付されています。しかし、35 歳、45 歳および 58 歳の年
齢は、年金の受給に必要となる加入期間を確保するための節目となる年齢であったり、年金の請求
を間近に控えている年齢であるために、節目年齢と位置づけられ、これらの年齢の人には封書で「ね
んきん定期便」が送付されています。
　年金記録の整備に要する期間が短縮してきたことなどから、平成 25 年度以後は、この節目年齢の
うち 58 歳が 59 歳に変更されます。　　　　【お問い合わせ先】水上村役場住民福祉課 ℡ 44-0313

　水上村は熊本県下で初となる森林セラピー基地に認定されました。記念として、限定50枚のご当地
ナンバープレートを交付することとしました。原付バイクを購入予定の方や名義変更を検討中の方な
ど、この機会に水上村のご当地ナンバープレートを使用してみてはいかがでしょうか。（従来のナン
バープレートも通常どおり交付します。）
○交付開始：４月１日
　※受付着順に交付します。
　※希望ナンバー制ではありません
　※原付バイクのみとなります
○交付場所：水上役場税務課
○交付時に必要なもの
　①印鑑
　②車体番号が分かるもの　　　　　　　　　　※上記デザインはイメージ図です
◯交付手数料：無料　　　　　　　 【お問い合わせ先】水上村役場税務課 ℡44-0316(直通)

ご当地ナンバープレートの交付について
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　２月５日（火）五木村役場を会場に自衛官募集相談員の委嘱式が
行われました。
　自衛官募集相談員とは、ボランティアで自衛隊志願者に関する情
報の提供、学校への募集協力の促進、自衛隊の広報活動に対する支
援等を行う人のことです。
　水上村からは、岩野上楠地区の藤原敏さんが委嘱され、これから
二年間、自衛隊受験者と入隊を募る自衛隊広報官とのパイプ役を務
められることとなります。

　清潔で美しいふるさとづくりを推進し、美しいふるさとを次の世代に引き継いでいけるよう、道路、
公園などの公共の場所等における空き缶等のポイ捨てや犬のふんの放置などによる環境悪化を防止しま
しょう。

　村民、事業者、所有者、犬の飼い主、村内に滞在したり通過する人は
次のことを守ってください。
・空き缶、たばこの吸い殻等を回収容器以外に捨ててはいけません。
・犬の飼い主は、散歩や運動等で公共の場所等に飼い犬を連れ出す際
は、その連れ出した時に生じる犬のふんを回収するための用具等を携
帯し、犬がふんをした場合は他人に迷惑をかけないよう直ちに回収
し、自宅に持ち帰り適正に処理してください。土の中に埋めたりして
はいけません。

・紙くず、ごみ、ふん尿等の廃棄物をみだりに捨ててはいけません。
・公共の場所等において落書きをしてはいけません。
・環境美化意識を高めるとともに、村が推進する環境美化施策にご協力
をお願いします。

　土地の所有者は、土地等にポイ捨て等をされた場合は、適正に処理す
るとともに、ポイ捨て等をされないよう必要な措置をしてください。そ
の際には、村も協力します。

　この条例に違反しているおそれがある場合、村職員が関係機関と協力
して立ち入り、その現状などについて調査します。
　この条例に違反した者に対し、期限を定めて原状回復及び是正措置等
を行うように書面により勧告することができます。また、勧告に従わな
い場合、その者に対して、勧告に従うように命令することができます。
なお、ポイ捨てがあった土地の所有者に適用されるものではありませ
ん。
　この条例に違反した行為に対して出された勧告又は命令に従わない場合、その従わない者の氏名や違
反行為の内容について公表します。

　水上村は、人吉球磨一体となって清潔で美しいふるさとづくりを推進し、次の世代に引き継ぐことを
達成するための施策の推進と、条例の趣旨、目的を周知する活動など、制度の普及啓発を総合的かつ効
果的に実施します。

◆お問い合わせ先　　　　　　  　　　　　　　　　　
　水上村役場　住民福祉課　TEL４４－０３１３(直通)

「水上村ふるさと環境美化条例」平成25年４月１日施行されます
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村税等の納付は便利な口座振替をご利用ください

復興特別税について

　水上村では村税などの口座振替を推進しています。口座振替の登録をされますと自動的に指定いた
だいた金融機関の口座から引落されますので、納付のたびに金融機関等に出向く必要がありませんの
で大変便利です。また、一度登録されれば翌年度も自動更新されますので、確実に納付ができます。
　なお、口座を変更したい場合や税等を追加して口座振替したい場合は、新たに申込みが必要となり
ますので、ご注意ください。
■対象となるもの
村県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、介護保険料、水道使用料、教員住宅使用料、
学校給食費、岩野公共下水道、農業集落排水使用料、林業集落排水使用料、奨学金、保育料、公営
住宅使用料（一般住宅含む）、後期高齢者医療保険料

■口座振替のメリット
・預金口座から自動的に納付されますので、納め忘れの心配はありません。
・納期内納入に該当し、納税報奨金としてそれぞれの地区に還元されます。
・一度手続きをすれば、翌年度も自動更新されますので、確実に納付ができます。
・納期のたびに納めに出かける必要がないので、大変便利です。
■引落としの開始
申込みをされた月の翌々月から開始します。
※口座振替が可能になるまで約２ヶ月程度の事務処理期間が必要となりますので、手続完了までは、
納付書での納付をお願いします。

■口座振替日
　振替日は毎月２５日（２５日が土日祭日の場合は翌日）
　再振替日は翌月５日（５日が土日祭日の場合は翌日）
■申込方法
　次の取扱金融機関に、預貯金通帳と通帳印を持参し、備え付けの申込書で申し込んでください。
■取扱金融機関
肥後銀行・球磨地域農業協同組合・熊本県信用組合・ゆうちょ銀行・熊本ファミリー銀行（４月１
日から熊本銀行に改名されます）

【問合せ先】
　水上村役場　税務課　℡44－ 0316（直通）

　東日本大震災の復興に必要な財源確保のため、復興特別税が創設されました。住民税・所得税・法
人税を対象に課税されることになります。
【住民税】村民税及び県民税の均等割が、それぞれ500円づつ引き上げられ合わせて年額1,000円が増税

となります。
　　　　　課税期間は、平成26年度から平成35年度までの10年間です。
【所得税】所得税額に2.1％の税率を乗じた金額が増税となります。
　　　　　課税期間は、平成25年分から平成49年分までの25年間です。
【法人税】法人税額に10.0％の税率を乗じた金額が増税となります。

課税期間は、平成24年4月1日から平成27年3月31日までに開始する事業年度となります。
ただし、法人税率の引き下げが行われた後に課税されます。

※不明な点につきましては、水上村役場税務課までお問い合わせ下さい。（℡４４－０３１６）
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軽自動車税の減免申請について

軽自動車税の課税について

　身体障害者手帳を持つ人などに課税される軽自動車税は、申請すると減免されます。
　減免を受けるためには毎年 1回の申請が必要です。（手帳の等級などで対象にならない場合もありま
す。）
●対象車両 
　・身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳、精神障害者保健
福祉手帳を持つ人が所有する軽自動車 

　・身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳、精神障害者保健
福祉手帳を持つ人を介護するため一緒に生活している人が運転
する軽自動車

　※減免申請は 1人につき 1台までです。
　　（普通自動車税（県税）の減免を受けている場合は、軽自動車税の減免を受けることはできません。） 
●持ってくるもの 
　①軽自動車税の減免を受ける人の納税通知書又は、自動車検査証 
　②印鑑 
　③身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳のいずれか 
　④運転免許証
●申請期限　　軽自動車税の納期限の７日前（平成２５年４月２３日）まで　
　　　　　　　　　　　※土曜日、日曜日は受け付けできません。 

　軽自動車税は、毎年４月１日現在で、バイクや軽自動車などを所有して
いる人に課税されます。

●廃車、名義変更などの手続きについて　
　廃車、名義変更（譲渡）、買替え（車台変更）や住所変更などがありま
したら、速やかに手続きを行ってください。手続きをしないと、引き続き
翌年も課税されることになりますので注意して下さい。

申請・問い合わせ先　　　水上村役場　税務課　軽自動車係　電話0966-44-0316 

人吉・球磨地域にお住まいの全ての方を対象とした心配ごと・無料法律相談会開催いたします。
秘密厳守
　相続・土地家屋・金銭問題など日常生活に関わる心配ごとについて、一人で悩まず、ご相談ください。
　臨床心理士による「こころの健康相談」もあります。（相談無料）

３月１９日（火）　受付：午後1時～午後４時
（予約不要ですが、予約があれば優先します）

水上村保健センター
（問合せ先：水上村役場　総務課　０９６６-４４-０３１１）

　毎月、人吉・球磨のいずれかの地域で相談をお受けになることが出来ます。
＜主 催＞
　人吉球磨生活支援ネットワーク（人吉・球磨地域の自治体と社会福祉協議会の相談担当者の連絡会議）
　熊本県弁護士会　熊本県司法書士会
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平成25年度国家公務員採用試験（院卒者試験、大学卒業等程度）日程等

問い合わせ先　人事院九州事務局第二課試験係
　　　　　　　〒812-0013　福岡市博多区博多駅東2-11-1　　Tel　092-431-7733　Fax　092-475-0565
　　　　　　　HP「国家公務員試験採用情報ナビ」　http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

○国家公務員採用総合職試験（院卒者・大卒程度試験）
【受付期間】◎インターネット　４月１日（月）～４月８日（月）
　　　　　○郵送又は持参　４月１日（月）、４月２日（火）
【第１次試験日】４月2８日（日）

○国家公務員採用一般職試験（大卒程度試験）
【受付期間】◎インターネット　４月９日（火）～４月18日（木）
　　　　　○郵送又は持参　４月９日（火）、４月10日（水）
【第１次試験日】６月16日（日）

○皇宮護衛官採用試験（大卒程度試験）
【受付期間】◎インターネット　４月１日（月）～４月11日（木）
　　　　　○郵送又は持参　４月１日（月）、４月２日（火）
【第１次試験日】６月９日（日）

○法務省専門職員（人間科学）採用試験
【受付期間】◎インターネット　４月１日（月）～４月11日（木）
　　　　　○郵送又は持参　４月１日（月）、４月２日（火）
【第１次試験日】６月９日（日）

○財務専門官採用試験
【受付期間】◎インターネット　４月１日（月）～４月11日（木）
　　　　　○郵送又は持参　４月１日（月）、４月２日（火）
【第１次試験日】６月９日（日）

○国税専門官採用試験
【受付期間】◎インターネット　４月１日（月）～４月11日（木）
　　　　　○郵送又は持参　４月１日（月）、４月２日（火）
【第１次試験日】６月９日（日）

○食品衛生監視員採用試験
【受付期間】◎インターネット　４月１日（月）～４月11日（木）
　　　　　○郵送又は持参　４月１日（月）、４月２日（火）
【第１次試験日】６月９日（日）

○労働基準監督官採用試験
【受付期間】◎インターネット　４月１日（月）～４月11日（木）
　　　　　○郵送又は持参　４月１日（月）、４月２日（火）
【第１次試験日】６月９日（日）

○航空管制官採用試験
【受付期間】◎インターネット　４月１日（月）～４月11日（木）
　　　　　○郵送又は持参　４月１日（月）、４月２日（火）
【第１次試験日】６月９日（日）

◎受験資格は、試験ごとに異なりますのでインターネットで確認するか、人
事院九州事務局までお問い合わせください。

◎受験申込方法について
受験申込を希望される方は、インターネットでの申込をお願いしていま
す。インターネット環境の整っていない方は、人事院九州事務局までお問
い合わせください。

= くま川鉄道　ダイヤ改正のお知らせ =
平成25年３月16日～



13

平
成
二
十
五
年
度
認
定
職
業

訓
練
生
の
募
集
に
つ
い
て

一
．
募
集
科
目

　

①
「
木
造
建
築
科
」

　

②
「
配　

管　

科
」

二
．
訓
練
期
間

　
　

平
成
二
十
五
年
四
月
〜
平
成

二
十
七
年
三
月
の
二
年
間

　

授
業
は
主
に
土
曜
日
（
一
部
金

曜
日
も
）
に
年
間
六
十
三
日
間

程
度
。

三
．
受
講
料　

訓
練
生
一
人
に
つ

き
、
年
間
三
万
円
（
四
月
の
入

校
式
に
納
付
）

四
．
訓
練
開
始　

四
月
中
旬
に
入

校
式
を
開
催
し
、
そ
の
日
か
ら

授
業
開
始
。

五
．
募
集
締
め
切
り　

四
月
い
っ

ぱ
い

六
．
助
成　

雇
用
保
険
適
用
事
業

所
に
は
、
訓
練
生
の
受
講
に
係

る
賃
金
の
一
部
が
国
か
ら
助
成

さ
れ
ま
す
。

七
．
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

人
吉
市
相
良
町
一
二
五
三
ー
一

（
〒
八
六
八
ー
〇
〇
一
二
）

　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

Q
二
二
ー
二
四
七
五

　

S
二
二
ー
二
六
五
六

パ
ソ
コ
ン
講
座
受
講
生
募
集

　

「
働
く
人
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
基

礎
コ
ー
ス
」
を
開
催
し
ま
す
。

現
在
働
い
て
い
る
方
を
含
め
、
再

就
職
の
た
め
に
準
備
を
さ
れ
て
い

る
方
で
も
受
講
で
き
ま
す
の
で
、

奮
っ
て
受
講
の
ご
参
加
お
願
い
致

し
ま
す
。

○
日
程　

平
成
二
十
五
年
四
月
、

五
月
、
六
月
の
各
土
曜
日
の
う

ち
十
日
間

○
時
間　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

（
六
日
間
）

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
三
十
分

（
四
日
間
）

○
会
場　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ

ン
タ
ー　

１
階
パ
ソ
コ
ン
教
室

○
内
容　

基
礎
編

ワ
ー
ド
（
文
書
作
成
）
・
エ
ク

セ
ル
（
表
計
算
）
の
基
礎
操
作

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
子
メ
ー

ル
・
デ
ジ
カ
メ
の
基
本
操
作

○
募
集
人
員　

二
十
名

○
申
込
期
限　

平
成
二
十
五
年
三

月
四
日
〜
平
成
二
十
五
年
三
月

二
十
九
日

（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。
）

○
受
講
料　

一
万
円
（
教
科
書
代

二
千
円
を
別
途
頂
、
申
込
と
同

時
に
納
入
下
さ
い
。
）

問
合
せ
・
申
込
先　

職
業
訓
練
法

人 

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

　

人
吉
市
相
良
町
一
二
五
三
ー
一

　

Q
二
二
ー
二
四
七
五

パ
ソ
コ
ン
の
よ
ろ
ず
相
談

受
付
け
ま
す

　

パ
ソ
コ
ン
の
悩
み
事
、
ト
ラ
ブ

ル
、
故
障
、
な
ん
で
も
相
談
受
付

け
ま
す
。

　

最
近
パ
ソ
コ
ン
が
遅
く
な
っ

た
、
無
線
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

し
た
い
…

　

新
し
い
パ
ソ
コ
ン
に
買
い
換
え

た
い
け
ど
、
設
定
が
不
安
…

　

ち
ょ
っ
と
使
い
方
を
教
え
て
ほ

し
い
…
な
ど
な
ど

　

パ
ソ
コ
ン
の
お
困
り
事
・
・
・

解
決
し
ま
す
！

パ
ソ
コ
ン
よ
ろ
ず
相
談

○
日
程　

三
月
一
日
〜
三
月

二
十
九
日
間
の
木
曜
日
・
金
曜

日
の
九
日
間

○
対
応
時
間　

午
前
九
時
〜
午
後

四
時

○
会
場　

人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ

ン
タ
ー

○
料
金　

一
時
間
・
千
円
（
解
決

し
な
か
っ
た
ら
無
料
）

※
三
十
分
で
終
了
で
も
千
円
で

す
。

　

一
時
間
三
十
分
か
か
っ
た
場
合

は
二
千
円
に
な
り
ま
す
。

○
申
込
方
法　

お
電
話
に
て
予
約

時
間
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
先　

職
業
訓
練
法

人 
人
吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン

タ
ー

　

人
吉
市
相
良
町
一
二
五
三
ー
一

　

Q
二
二
ー
二
四
七
五

「
第
二
種
電
気
工
事
士
」

筆
記
試
験
対
策
講
座
受
講

生
の
募
集
に
つ
い
て

■
講
座
科
目　

「
第
二
種
電
気
工

事
士
」
筆
記
試
験
対
策
講
座

■
訓
練
機
関　

平
成
二
十
五
年
七

月
二
十
日
（
土
）
〜
九
月
七
日

（
土
）
ま
で
の
土
曜
日
の
み
の

八
日
間

　

午
前
九
時
〜
午
後
四
時
の
六
時
間

■
受
講
料　

訓
練
生
一
人
に
つ
き

二
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含

む
）

■
募
集
期
間
三
月
十
一
日
（
月
）

〜
四
月
一
日
（
月
）

■
注
意
事
項　

十
月
実
施
の
下
期

の
第
二
種
電
気
工
事
士
の
試
験

に
申
し
込
み
を
予
定
し
て
い
る

方
。
試
験
申
し
込
み
要
領
な
ど

も
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

人
吉
市
相
良
町
一
二
五
三
ー
一

（
〒
八
六
八
ー
〇
〇
一
二
）
人

吉
球
磨
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

Q
二
二
ー
二
四
七
五

　

S
二
二
ー
二
六
五
六

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
（
以
下

「
円
滑
化
法
」）
の
期
限
到
来
後
の

検
査
・
監
督
の
方
針
に
つ
い
て

　

円
滑
化
法
が
二
十
五
年
三
月
末

に
期
限
を
迎
え
ま
す
。

【
金
融
庁
の
検
査
・
監
督
の
方
針

（
骨
子
）
】

●
金
融
機
関
が
、
貸
付
条
件
の
変

更
等
に
努
め
る
べ
き
と
い
う
こ
と

は
、
期
限
到
来
後
も
何
ら
変
わ
り

ま
せ
ん
。

●
金
融
検
査
・
監
督
の
ス
タ
ン
ス

は
、
期
限
到
来
後
も
変
わ
ら
ず
、

金
融
機
関
に
は
、
借
り
手
の
経
営

課
題
に
応
じ
た
解
決
策
を
、
借
り

手
の
立
場
で
提
案
し
、
時
間
を
か

け
て
実
行
支
援
す
る
よ
う
促
し
ま

す
。

※
詳
細
：
金
融
庁
Ｈ
Ｐ　

http://
w
w
w
.fsa.go.jp

○　県では、平成 25 年４月から、これまで
の【地域振興局】の区域を越えた、広域的
な観光振興や地域振興の推進、収税や検査
などの専門性の向上を図るため、県央、県北、
県南、天草の４カ所に【広域本部】を設置
します。

○【広域本部】設置後も【地域振興局】は、
現行の 10局体制を維持し、県税（収納など）
の窓口や、国県道の管理など住民に直接関
わるサービスを引き続き提供します。

問い合わせ先　県人事課　℡ 096-333-2054

広域本部の設置 本　庁

［本部は本庁に設置］ ［本部は菊池に設置］ ［本部は八代に設置］ ［本部は天草に設置］

宇
城
地
域

振
興
局

天
草
地
域

振
興
局

上
益
城
地
域

振
興
局

熊
本
農
政

事
務
所

熊
本
土
木

事
務
所

天草広域本部県央広域本部

玉
名
地
域

振
興
局

鹿
本
地
域

振
興
局

菊
池
地
域

振
興
局

阿
蘇
地
域

振
興
局

県北広域本部

八
代
地
域

振
興
局

芦
北
地
域

振
興
局

球
磨
地
域

振
興
局

県南広域本部
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興野　やすみちゃん（女）
（平成 24年 12月 14日生まれ）

水上村大字江代
父：康也さん　母：美紗さん

休み休み、マイペースで生きていっ
てほしい。周りの人を安らかにす
る存在であってほしい。

月 日 曜日 上　球　磨 中　球　磨 その他地域 小　児　科

3 3 日 東病院
（TEL　45-5711）

増田耳鼻咽頭クリニック
（TEL　45-8001）

たかはし小児科内科医院
人吉市相良町　（TEL　24-2222）

3 10 日 犬童耳鼻咽頭科
（TEL　43-0777）

岩井クリニック
（TEL　49-2181）

公立多良木病院小児科
多良木町　　　（TEL　42-2560）

3 17 日 桑原医院
（TEL　45-0205）

高田内科医院
（TEL　38-3677）

人吉総合病院小児科
人吉市老神町　（TEL　22-2191）

3 20 祭・水 こんどう整形外科
（TEL　45-6555）

犬童内科胃腸科医院
（TEL　45-1125）

球磨村診療所
（TEL　32-0377）

やまむら医院
あさぎり町　　（TEL　45-0005）

3 24 日 そのだ医院
（TEL　43-2063）

田中医院
（TEL　38-0061）

増田クリニック
人吉市五日町　（TEL　22-3570）

3 31 日 古城クリニック
（TEL　44-0321）

深水内科医院
（TEL　38-3221）

たかはし小児科内科医院
人吉市相良町　（TEL　24-2222）

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

月 日 曜日 当　番　薬　局 そ　の　他
3 3 日 岡原けんこう堂薬局（あさぎり町） （TEL　45-6023）

清風薬局サンロード免田店（あさぎり町）
（TEL　49-9600）

3 10 日

きりん薬局原田店（多良木町） （TEL　42-6900）
おかざき薬局（あさぎり町） （TEL　49-2905）
多良木いちご薬局（多良木町） （TEL　42-6888）
山口薬局（多良木町） （TEL　42-2123）

3 17 日 エスエス堂薬局吉井店（あさぎり町） （TEL　45-6055）
高階誠心堂錦調剤薬局（錦町） （TEL　38-4940）

3 20 祭・水 くるみ薬局（多良木町） （TEL　49-9630）
エスエス堂きりん本町薬局（あさぎり町） （TEL　45-6330）

3 24 日 水上薬局（水上村） （TEL　47-8055）
3 31 日 犬童薬局（湯前町） （TEL　43-3903）

※予定のため、変更になる場合もございますので、ご了承ください。

◆　球磨郡医師会休日在宅医当番（３月）　◆

◆　休日当番薬局（３月）　◆

　「毎月第３木曜日」に行政相談所を
開設しています。
　お気軽にご相談ください。
3月21日（木）午後１時～午後３時
　場所：水上村役場　２階第２中会議室
◇お問い合わせ先
　水上村役場　総務課　
　　　　　担当：松原　℡44-0311
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●今月の人口●
　男　………1,156 人
　女　………1,301 人
　計　………2,457 人
戸　数………  931 戸

村花………シャクナゲ
村木………………スギ
村鳥…………セキレイ 村花「シャクナゲ」

平成 25 年１月末現在 ３月の行事予定

資源ごみ／燃えないごみ

燃えるごみ：4日・11日・18日・25日

3月のごみ収集・・・美しい水上　３R（リデュース・リユース・リサイクル）・温暖化防止活動に参加しましょう。

3
  7日：燃えないごみ

鉄くず、ガラス、陶器

14日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

21日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

28日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

 日 月 火 水 木 金 土
      1 2
 3 4 5 6 7 8 9
 10 11 12 13 14 15 16
 17 18 19 20 21 22 23
  25 26 27 28 29 3024
30

３月９日㈯ 水上中学校卒業式
３月17日㈰ 桜の里健康マラソン大会：開花まつり
３月22日㈮ 村内小学校卒業式
３月24日㈰ 第42回湯山温泉桜まつり
３月29日㈮ 村内保育所卒園式
※予定ですので、変更になることがあります。

ごみは庭や田畑等で燃やしてはいけないのですか？
　　家庭や事業所からのごみを庭などの野外で燃やすことは、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」によって
禁止されています。もし、違反すると罰則があります。
　ごみを燃やすと「臭いが洗濯物についた」、「悪臭により気分が悪くなった」、「煙が部屋に入るので窓を開けら
れない」などの弊害が生じるため、周辺住民とのトラブルや、不完全燃焼による一酸化炭素およびダイオキシン
類などの有害物質を発生させる原因になるといわれています。

〈例外的に認められる事例〉
　　①　風俗習慣や宗教上の行事を行うための焼却　　　例：火祭り、どんど焼きなど
　　②　農林漁業を営むためにやむを得ないものとして行われる稲わら、草木等の焼却
　　　　　　　例：農林業者が行う草、木の葉、もみがら、わら、木の枝等の焼却など
　　③　落葉たき火その他日常生活を営む上で通常行われる焼却であって軽微なもの
　　　　　　　例：落葉焚き、キャンプファイヤー

　ただし、例外として認められる場合でも、煙や灰がご近所の洗濯物に付いたり、道路の見
通しを悪くするなど周辺の生活環境への影響が認められる場合は、中止していただきます。
　また、火災の発生や火災誤報、火傷の恐れに十分注意が必要です。
Q.　農業の稲わら等の焼却はできますか？
A．　農業者が行う稲わらの焼却、林業者が行う伐採した枝の焼却など農林業を営むためにやむを得ず行う焼
却はできます。ただし、ビニールハウスなどの農業用廃プラスチック類は産業廃棄物に該当するため、野外で
の焼却はできません。
Q.　野焼きする場合、届出が必要ですか？
A.　野焼きをする前には、「火入れ願い」を役場総務課へ申請してください。また
野焼きをする場合には、必ず消火器具を用意して、行ってください。

※　ドラム缶焼却、ブロック積み焼却、穴を掘ってのごみ焼却は、野焼きと同じですから行わないようにしてく
ださい。ダイオキシン類は、焼却過程で発生します。

水上村役場　住民福祉課（担当：椎葉）　TEL44-0313
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元
田　
京
一
作
品
シ
リ
ー
ズ
○185

日
本
水
仙（
彼
岸
花
科
）

　

原
産
地
は
地
中
海
沿
岸
で
日
本
に
は
平
安
末
期
に
中
国
か
ら
渡
来
し
ま
し
た
。開
花
時
期
は
十
二

月
中
旬
か
ら
四
月
下
旬
ま
で
。

　

名
前
の
由
来
は
、漢
名
の「
水
仙
」を
音
読
み
し
て「
す
い
せ
ん
」に
な
り
ま
し
た
。漢
名
は「
仙
人
は
、

天
に
あ
る
を
天
仙
、地
に
あ
る
を
地
仙
、水
に
あ
る
を
水
仙
」と
い
う
中
国
の
古
典
か
ら
で
、き
れ
い
な

花
の
姿
と
芳
香
が
ま
る
で「
仙
人
」の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
命
名
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

花
言
葉
：「
自
己
愛
」

K
U
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A
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広
報

　この絵は、岩野小学校４年生　余利 陽花さん（岩野川内）、水上
中学校２年生　山崎 さくらさん（湯山馬場）、水上中学校３年生　
成尾　茜さん（岩野上楠）３人の作品をあわせたものです。
　今年の桜まつりのポスターとして使用されています。

桜まつりポスター紹介文
はるか


